
怪人、 手話者五を賂巻す

一一『怪人二十面相』と f少年倶楽部』の地政学一一

鷲谷 花

その頃、東京中の町とpふ町、家といふ家では、二人以上の人が顔を合はせさへ

すれば、まるでお天気の挨拶でもするやうに、怪人 f二十面相jのi噂をしていまし

た。

江戸川乱歩のいわゆる f少年探偵関jシリーズの第一作である f怪人二十回相j

(大詰本雄弁会講談社発行 f少年倶楽部j昭和 11年新年号-12丹号連載)の、あ

まりにも有名な冒頭部分である。この書き出しからはじまる連載第一回 (r少年倶
楽部j昭和 11年新年号掲載)では、怪人二十面相とは「老人にも若者にも、富豪に

も乞食にも、学者にも無頼漢にも、イヤ女にさへも、全くその人になり切ってしま

ふことができるj変装の名人で、現金には興味を示さず、 f宝石だとか、美しくて

珍しくて、非常に高価な品物を盗むばかりJの盗賊であると紹介される O たそがれ

の町でささやき交わされる流言飛語から、ひとりの正体不明の怪人の輪郭が、徐々

に形づくられてゆく。

昭和 11年 (1936年)に f少年倶楽部jに初登場した怪人二十回紹は、以後、1li':1

和12年 (1937年)の?少年探偵団j([少年倶楽部j昭和 12年新年号-12月号連

載)、昭和 13年の『妖怪博士.](r少年倶楽部j昭和 12年新年号一 12月号連載)と、
みたび誌上に復活し、明智小五郎と少年探偵団を相手に、「力と力、智恵と智恵、

火花を散らし、錦を削る、一騎打ちの大関争」叫を演じるのだが、それにしても、

江戸川乱歩の f少年探偵毘iシ1)ーズが、昭和 11年から 13年にかけての3年間に

発表されたことは、あらためて注呂すべき事実である O

このi時期、児童出版文化は、一つの重要な転機をむかえつつあった。まず、発表

媒体となった f少年倶楽部jにとっても、 f少年探偵団Jシリーズ三部作をはじめ、
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高上亘揖~ r怪傑黒頭rIJj (昭和 10年新年号-12月号連載)、平田晋策『昭和遊撃隊j
(昭和9年新年号-12月号連載)、久米正雄[青空に微笑むj(昭和9年新年号-

12丹号連載)、南洋一郎 f海洋冒険物語j(昭和 10年新年号-12月号連載)、海野

十三 f浮かぶ飛行島j(昭和 13年新年号-12月号連載)などの大ヒット作がたてつ

づけに掲載された昭和 9年から 13年までの 5年聞は、もっとも誌面が充実した時期

だったといえる。また、 f少年倶楽部jに代表される「大衆向けJ1通俗jの少年少
女雑誌のみならず、大正期に勃興した「芸術的J1文学的」な児童文学も、この時
期、一つのピークを迎えていた。昭和 10年頃から勃興したいわゆる「生活綴方運

動jは、豊田正子の『殿方教室Jと、大関松三郎の生活詩集 f山芋j(こ結実し、ま

た、昭和 12年 (1937年)の IB本少国民文庫Jをはじめ、児童向けの文庫、叢書
が相次いで、刊行されたのもこの時期だった。管忠道は、昭和 13年前後の状況を以

下のように回想している o

日本の文化・文学の歴史を通じて、その頃のように、文学・映画-演劇など

で子どもを描いた作品が世評をわかした時代は、かつてなかったことである。

(中締約

1 EI支事変J勃発前後の緊迫したn寺局を背景に、子どもの開題がにわかに人
びとの心をひきはじめていたのであった。 *2

しかし、このように先輩出版文化がどークを迎える一方では、国家による文化統

制がにわかに厳しくなりつつあった。昭和 13年には、まず、 f少年倶楽部jをはじ

めとする少年少女雑誌、赤本漫図などの通俗読み物に対する統制が開始される。そ

のきっかけとなったのは、昭和 13年 10丹末に内務省響保局図書課より発表された

「児童読物改善ニ関スル指示要綱」だった。 f要項jのおもな内容は、少年少女雑

誌におけるをi家広告、付録、および「内容ノ野卑、陰惨、猟奇的ニ渉ル読物、過震

ニ感傷的ナルモノ、病的ナjレモノ、恋愛描写jの廃止、仮作物語(フィクション)

と長編漫画の掲載制限、それらのジャンルに代わって、「少国民の生活に近い物語

または日本!翠史よりの建設的なる部分に取材せるもの、探検課、発見謂、科学的知

識に関するもの、歴史的知識に関するもの、古典を平易に解せるもの、事変記事j

などを充実させること、さらには「赤本漫画及ピコノ種程度ノモノ一切Jの禁止な

どを指示するもので、ここに示されている諸方針は、これ以降、内務省警保局によっ

て進められる先輩読物背ト化運動のひとつの規範となった。

「要綱j発令をひとつのきっかけとして、児童向け出版物に対する内務省の統制

はみるみる厳しさを増し、編集・発行する側の過剰な反応がそれに拍車をかけた。
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山本有三、小川未明、坪思議冶、百田宗治、波間野完治などの児童文学者たちは、

商業第一主義の{谷悪先輩読物の横行をおさえ、それまで劣勢におかれていた[良心

的な文化性の高pJ児童文学を復権させるという自的のもとに、むしろ積極的に先
童読物浄化運動に協力してゆき、一方、少年少女雑誌の編集者たちはひたす6守勢

に留るばかりだった。児童読物の描く世界は狭まる一方となり、 f妖怪博士j連載

終了からわずか 2年後の昭和 16年(1941年)には、江戸川乱歩が次のように回想

するような状況が訪れていた。

当時の編集者の神経質になっていたことは驚くべきもので、犯罪は全然書けな

かったし、作中に fルンペンjを登場させても、書き直しを命じられた。日本

国内に無職の遊民が一人でもいてはいけないからである *3

乱歩は、引主人二十語椙jの連載開始をめぐっても、「私は最初少年ルパンものを

ねらって、題もれ宝盗二十面1剖とつけたのだが、そのころの雑誌論理規定は、今

よりきびしく、 f盗jの字がいけないということで、語呂は悪いけれど、 nま人jと
改めたjと記しているが料、その 5年後には、もはや犯罪者どころか、「日本国内に

無職の遊民が一人でもいてはL刊すなpJ状況が訪れていたのだ。したがって、怪人
一十面相は、百本国内でその存在が許されているぎりぎりの刻限に登場してきたと

いえる。

そして、 f少年倶楽部jという雑誌の資質にも、怪人二十面相のいかがわしさと

は本来椙容れないものがあった。「俗悪」、「通俗Jと非難されつつも、『少年倶楽部j

の編集方針は、必ずしも菅忠道らが言うような商業第一主義とは言いがたく、創刊

まもなく巻頭に掲げられた「雑誌教育は学校教育を補助するという所の立場をとら

なければならな~ ~ J *5という「編集方針jは、昭和 10年代前半の黄金期にいたるま

で、むしろ一貫して引き継がれていたといえるのである。たとえば、昭和初期の

f少年棋楽部jの黄金時代の基礎を築いた名編集長とされる加藤謙一は、佐藤忠男

のインタピューに答えて、教員から雑誌編集者に転身した動機を次のように諮って

いる。

東京あたりの雑誌は文学者が作っているのは関連いだ。教育者が作るべきだ。

そして出来れば日本中の子供に教育者が作った雑誌をよませるべきではない

か。子供のほんとうの気持をいちばんよく知っているのは、なんといっても教

師なのだから。それで、よし、それならば東京に出て雑誌記者になろう、と決

心して上京したのです。 *6
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また、佐藤忠男は、日少年倶楽部jが最も多くの発行部数を誇っていたと思われ

る時期に連載された小説jに関して、以下のように述べている。

佐々木邦の穏鍵なリベラリズムから、積極的に反米反ソの国家主義を鼓吹し

た山中峯太郎や平田晋策の冒険小説までの揺があったが、そこに共通している

ことは、どの作品をとりあげても、たいてい、なんらかの明確な主張を持って

いることであった。佐藤紅緑が力説する友情と顛難汝を玉にする主義。大{弗次

郎の力説する、常に~~P者の味方であれ、という武侠精神。高垣鮮や南洋一郎

の冒険小説の主題である勇気と男らしさ。島田啓三の f冒検ダン吉jに描かれ
ている南進思想、と、奔放問達な創意工夫による建設精神など、それらはいず、れ

も、かなり正面きった J思想性に貫かれたものであった *7

娯楽性を追求しつつ、一方では侭らかの主義主張を強く訴えかける連載小説。歴

史、地理、経済、自然科学などの実用知識をふんだんに盛り込んだ[ダイヤモンド

記事Jor少年道徳討論会Jから「滑稽和歌」まで、の硬軟のバラエティに富んだ投稿
欄。日本および世界各地の地理・歴史・風俗・習慣を伝えるグラビア写真。そして、

いたるページで自につく f大日本中事会ム「英語通信講座j、「最新中事講義録Jな
どの通信教育、参考書の広告の数々。 f少年倶楽部jという雑誌は、当時の少年た

ちにとっての一大エンターティメントであるのと同時に、「校外教育の場jとして

の機能を真面目に果たしてもいたのだ。主要な執筆・陣にも、吉)11英治、大仰次郎と

いった人気職業作家とともに、元教員の高垣降、ボーイスカウト運動家の池田宣政

(南洋一郎)といった教育関係者、あるいは、元暁民共産党員で軍事評論家に転じ

た平田晋策といった「政治運動社会運動の実践者Jが多数参加していることは、す
でに高田宏や佐藤忠男らによって指掃されている。吋このような『少年倶楽部iと

いう場にあって、江戸川乱歩と怪人二十面椙の登場は、まさに異物の侵入にほかな

らなかった。

江戸川乱歩の f少年倶楽部j起用をめぐって、当時の編集部員たちは、「よくる
あの異包な大人ものの作家に目をつけて、こちらの陣営に引っぱりこんできたもの

だと思うよ」、「乱歩先生といえば、なんとも異様な妖奇の世界を描いて注目されて

いた作家ですから、この方に少年ものをというのは一見なじまないのですが、須藤ー

さん(当時の編集長)はそんな常識はべつにして、とにかく当たってみようと思っ

たjといった回想を語っている *9しかし、乱歩と『少年倶楽部jの出会いは、結

局は f少年探偵団j三部作の大ヒットという双方にとって幸運な結果をもたらし、

両者の関係は長く続くことになる。これ以降、乱歩は戦前-戦中から、戦後の昭和
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30年代にいたるまで、ほとんど少年探偵団ものの執筆のみに専念してゆくのだが、

それにしても、 rt至人二十面椙j連載当時の江戸川乱歩が、 f少年倶楽部jの内部に
おいてはかなり特異な存在であったことも確かであるだろう。

では、怪人二十面相の侵入は、 f少年倶楽部jとpう領域に、さらには昭和 11年

の児童出版文化という領域にどのような葛藤をもたらすものであったのか。そし

て、その葛藤のさなかで、招かれざる客、怪人二十面相の存在と、その犯罪に子ど

もたちが巻きこまれる物語を成立させていたのはいかなる欲望であったのか。それ

を分析することが本稿の目的である。

2 

さて、官人二十頭椙の第一、第二の犯罪の舞台となる麻布の大邸宅、羽柴邸は、

次のように紹介される O

麻布区の、とある屋敷町に、百メートル四方もあるような大邸宅があります。

四メートル位もありさうな、高い高いコンクリート塀が、ズーツと、目もは

るかに続いてゐます。いかめしい鉄の扉の門を入ると、大きな蘇鉄が、 ドッカ

リと植わってゐて、その茂った葉の向ふに、立派な玄関が見えてゐます。

これは、実業界の大立者、羽柴壮太郎の邸宅です。

羽柴家には、今、非常な喜びと、非常な恐怖とが、織りまざるやうにして、

襲ひか〉つてゐました。*10 

「喜び」とは、中学卒業と同時に家出をして、南洋に渡-航したきり行方知らずになっ

ていた長男の羽柴壮ーが、ボルネオのサンダカン島で成功し、現在は大農園主になっ

ていることを知らせ、十年ぶりに帰朝するという便りをよこしたこと。そして、「恐

怖」とは、羽柴家所蔵の六倍のダイアモンドを、[無償にてゆずりうける決心をし

たjとの怪人二卜面相の予告状が届いたことである。不気味な犯罪予告におびえつ

つも、長男の帰宅を待ちこがれる羽柴家の人々の前に、壮一青年はさっそうと姿を

現す。

旅客飛行機から降り立った壮一君は、予期にたがはず、実に楓爽たる姿でし

た。焦茶急の薄外套を小脇にして、 i司じ色の二重襟の背広を、キチンと着こな

し、折り目のましいパンツが、スーツと長く見えて、映画の中の西洋人みたい

な!惑じがしました。
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同じ焦茶色のソフト帽の下に、 lt喜子の色とあまり遣はない、日に焼けた赤銅

色の、でも美しい顔が、ニコニコ笑ってゐました。濃い一文字の層、よく光る

大きな百、笑ふ度に見える、よく揃った真っ白な歯、それから、上唇の絹く X!J

り込んだ口髭が、何ともいへぬ懐かしさでした。 *ll

ここに描写される羽柴壮一青年の肖壊は、『少年探偵団』シリーズ全四十作あま

りを通じて、おそらくもっとも完壁かつ輝かしいヒーロー像である。しかし、この

ような完壁な肉体をもち、 f徒手空拳、南洋の野蛮島へ押し渡って、今自の成功を
収めた程の快男児Jと紹介されるようなヒーローは、当時の f少年倶楽部j読者に

とっては、ごく甥11染みぶかい存在だった。

そもそも「南洋Jとは、?少年倶楽部jの連載作品全体を通じ、日本人ヒーロー

の活躍のための特権的な舞台であった。たとえば、島田啓三の漫画 f冒険ダン吉』

の「南の島に日の丸をかかげる」少年英雄や、 UJIや峯太郎の冒険小説 f亜細亜の曙j

の、南洋を植民地化しようとする白人の陰謀を阻止する帝国軍人たちの活躍は、毎

月掲載される多数の読み切り小説においても繰り返し反復されることになる。また、

大{弗次郎の f日本人オインi、高垣鮮の n品潮の果jのような明治維新以前の日本
を描く時代小説においですら、 f南洋」は日本人ヒーローの最終的な活躍の舞台と
して夢想されていたのだ。*12 

また、本編の主人公とおぼしき名探偵明智小五郎は、羽柴家の盗難事件の時点で

は、「満州国政府の依頼を受けて、新京に出張中jとされ、日本に不在である。こ

こで、「大陸」という、 1少年倶楽部jにおけるもう一方の特権的な場所が示される。

「南洋」と同等に、文那、満州からロシアにいたるまでの f大陸Jもまた、 f少年
倶楽部』のヒーローたちの冒険と活躍の舞台であった。たとえば、『少年倶楽部』

最大のヒーローのひとりであった fわが日東の剣侠児」本郷義昭少佐の f中国大陸
を疾駆する軍事探偵Jのイメージは、 f怪人二十面相Jの明智小五郎にも引きつが
れているのまた、二十面相が猫う羽柴家所蔵の六個のダイアモンドが、「ロシヤの

帝政没落ののち、ある白系露人が旧ロマノフ家の宝冠を子に入れて、飾の宝石だけ

を取りはずし、それを支那商人に売り渡したのが、回り回って」羽柴氏の手に入っ

たという来歴をもつこと、つまり大陸から日本に渡来してきたものであることにも

注Bしたl¥0 日本人ヒーローの活躍の舞台となり、また日本=r内地jに富と資源
をもたらす土地としての「大路jと「南洋jという、『少年倶楽部jの世界地図は、

f怪人二十面棺jという作品内部の地理空間を規定するうえでも、大きな役割を果
たしている。

しかし、「南洋から凱旋してきたヒーロ-Jのステレオタイプとも見える羽柴壮
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一青年とは、実はダイアモンドを狙う琵人二十話相の変装であり、その完畿なヒー

ローの貌も、二十面棺が「十年のあいだに、壮一君がどんな顔にかわるかというこ

とを想像してjっくりあげた仮面にすぎない。ヒーローの偽りの凱旋劇は、羽柴家

の一連の盗難事件の解決後、伊豆の f美術城jの盗難事件で再び演じられることに
なる。二十面棺は、今度は満州から帰還した明智小五郎に変装して、用心堅固な

「美術域jに侵入し、またしても国宝級の名画の数々、美備品の数々を強奪するこ

とに成功する。『怪人二十回相jの世界は、一方では f少年倶楽部jの世界地|惑を
受け容れてはいるが、その一方で、内地における二十面相の跳梁を挿入することに

よって、かつての楽天的な領土拡張の夢想に、ある陰りと歪みをもたらすのだ。

3 

子怪人二十面相jにおいて、ヒーローたちの外地での痛快な大活曜は、一方では、

内地でのヒーローの不在という事態をもたらす。南洋から凱旋してくるはずの羽柴

家の長男壮ーは、実際には十年前に行方不明になったきりであり、二十部拐を迎え

撃つべき明智小五郎もまた不在である。ヒーローたちが南洋や大陸に躍進してゆく

一方で、留守にされた東京は、得体のしれない怪人の侵入に密かされている。そう

いった図式を描いてみることができるだろう。

ここで、不在のヒーローに代わっで怪人二十面相と対決するのは、羽柴家の次男

壮二君と、明智探偵の助手の小林少年というこ人の少年たちである。しかし、少年

たちと二十面相の|習には、探偵と犯人、警察と犯人といった明快な敵対関係ではな

く、ほとんど共犯者同士ともいえるような奇妙に殺しげな紳が生じる。それがもっ

とも顕著に現れているのが、羽柴壮一青年の帰宅が予定されている日(二十頭棺の

盗難予告の日でもある)の前夜に、羽柴家次男の壮二君が見る夢のエピソードであ

るだろう。

壮二君は昨夜恐しい夢を見ました。 f二卜面相jの械が、どこからか洋館の

二階の書斎に忍び入り、宝物を奪ひ去った夢です。

賊はお父さまの居間にかけてあるお能の面のやうに、不気味に青ざめた、無

表情な顔をしてゐました。そいつが、宝物を盗むと、いきなり二階の窓を開い

て、真暗な庭に飛び降りたのです。*13 

自覚めた壮二君は、すぐに起き出して、夢の中で二ト面相が飛び降りた窓の下に

ある花壇に、土蔵からこっそり持ち出した鉄の畏を埋め、胸をときめかせながら、
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賊の訪れを待つ。そして、現実の予告の晩、壮二君の克た夢そのままに、~~柴氏の

書斎からダイアモンドを盗み出したこ十面相は、二階の窓から花壇に飛びおり、そ

こに待ちうけていた良に足を踏みいれるのだ。

警察も、家長たる羽柴壮太虫s氏も、二十面栢の侵入と逃亡をなすすべもなく見送

るばかりである中で、ただ壮二君の「子どものむじやきな思いつき」のみが、わず

かながらも二十面拐の足をとどめる効力を発揮する。しかし、この「思いつきjが、

決して論理的な思考能力に基づくものではなく、合理性を欠いた夢の延長であるこ

とに注司したい。そして、広大な羽柴邸の庭のただ中に、たった一つだけ仕掛けら

れた民が、もののみごとに二十面紹の足をとらえるという奇蹟は、無邪気な「童心J

の称揚というよりは、むしろ怪人と子どもとを結びつける不思議な紳を暗示してい

るようだ。

事件の端緒において、羽柴家を襲っていた「喜び」と「恐怖Jとが、結局は羽柴

壮一=怪人二十面相という同一人物に向けられたものだったことを思い起こしてみ

よう。花壇に民を埋め、二十面相の訪れをわくわくと待ちこがれていた壮二君は、

同じ目、帰還した兄壮ーを空港まで迎えに行った帰り道で、前の車に乗った兄の後

姿をあこがれをこめて見つめつづける。「車が走る鵠も、うしろの窓からすいて見

える兄さんの姿を、ジッと見つめていると、何だか嬉しさがこみ上げてくるようで

した。J*14子どもたちにとって、怪人二十面桔は凶悪な賊であり、恐ろしい幼児誘

拐者であるばかりではなく、どこか懐かしく、慕わしい存在でもあるのだ。

松出巌は、rI!iL歩と東京jにおいて、戦前の『少年探偵団jシリーズが書かれた

のと同時期の少年たちが、織烈な受験戦争の渦中に巻き込まれ、学歴社会にとらわ

れていたことを指摘している。

職人の子が職人とならず、商人の子が商人とならず、農民の子が農民になら

ず、誰もが一様に学歴社会の波にもまれてpく。学歴社会が目標とした人間は、

E本を指導するエリート、すなわち人を管理する能力にたけた人物鎮であった。
(中昔話)

少年探偵団の団員たちは勉強部屋に囚われるばかりか、その将来像からも囚

われる。そのとき、彼らは怯え、囚われた環境から脱け出ょうとする。 *15

f少年倶楽部Jの内部でも、少年とは、誘惑を退け、顛難辛苦をしのんで勉強し、
やがては日本を背負って立つエリートになるべき存在として描かれることが多かっ

た。地方から上京してきた少年が、都市の巷にはびこるいかがわしい歓楽や、不良

少年の誘惑、悪意:あるルンペン・プロレタリアートの妨害などにうち勝って進学し、



ついには軍人、実業家、発明家といったエリートになるという成長物語は、{佐左藤和紅: 
繰の?ああヨ玉3杯に花うけて』を初めとして、虚実を関わずず、¥、たえず

れつづづ、けていた。それらの物語には、たいていの場合、次のような大!志向が用意さ

れていた。

読者諸君、回数にかぎりあり、この物語はこれにで摺筆します。もし諸君が

人々の消息を知りたければ六年前に一高の寮舎にありし人について溜くがよ

l )0 青木千三と柳光ーはどの室の窓からその元気のいい顔をだしてどんな声で

玉杯をうたったか。それから一年おくれて入校した生蕃とあだなのつく i坂井二巌

という青年が非常な勉強をもって主席で大学にはいったことも同時に開くがい

。、
J喝?uu 

さらに安場のことがしりたければ黙々先生をたずねなさい。先生は多分こう

いうだろう。

「安場ですか、あれはいまロンドンの呂本大使館にいますjと。*IG 

ここで露骨なまでに称揚されている、名門進学校→帝盟大学→エリートという道

程は、岩本の少年のたどるべき最も望ましい進路として、{少年倶楽部jの多数の

連載、読み切り小説作品において繰り返し提示され、絶対-的なsli髄を与えられてゆ

くことになる。そして、誌面に挿入されるおびただしい通信教育、講義録、参考書

の広告の数々も、その進路の絶対性を現実関から補完する役割を果たしている。 f少

年倶楽部jの成人ヒーローたちが、南洋、大陸といった「外地」で、痛快無比の活躍

を演じる一方、 f内地」の少年たちは、未来のヒーローを完成させるために敷かれ

た進路を、必死の形相で歩んでいたといえる。

では、そのような進路の枠内に位置づけられた少年たちにとって、二十回相とは

何者であったのか。神出鬼没の怪人犯罪者。迫力克誘拐者。そして、浮浪者、乞金、

チンドン屋、紙芝居屋といったルンペン・プロレタリアートの首領でもある二十面

相は、あるべき臣民像からは大いに逸脱した存在であるばかりか、国宝を次々と強

奪し、ついには帝医博物館の所蔵品をことごとく我が物にしようとたくらむ「国家

の敵」でもある。しかし、 f少年倶楽部jに登場するその他の「国家の敵jとは異

なり、二十面椙は、 E本以外で帰属すべき別の国籍、別の役職、別の主義主張など

を持っているわけでもないのだ。 f帝国の銀幕jの著者ピーター・ B.ハーイは、

当時の国策映画における fスパイ妨止キャンペーン」と、 f怪人二十面相jの作品

世界とに共通の基盤を見いだしているが*17、しかし、結局は他国の公務員にすぎな

い「某国のスパイjという身分と、怪人二十面相はおよそ無縁の存在であるだろう。
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高桑法子が f怪人二十面相論iにおいて指摘するように*18、「自分で自分の顔を

忘れてしまったj二十面相は、何一つ確実なアイデンティティをもたず、常に偽物

として生きるほかはない存在である。しかし、アイデンティティをもたないこと、

偽物であることこそが二十面相の唯一のアイデンティティであり、その最大の武器

である「老人にも若者にも、富豪にも乞食にも、学者にも無頼漢にも、イヤ女にさ

へも、全くその人になり切ってしまふことが出来る」変装能力を支えている。かく

して、二十面相の、変装による社会への介入は、『少年倶楽部jのヒーローたちの

完壁な正統性を保証していた[日本J、f帝国接軍」という場や、エリートとしての

社会的地位といった帰属の権実さを、深く動揺させるのである。

そして、作品中の子どもたちは、なかば自律的に、ニト面椙の犯罪に、そして変

装に巻きこまれてゆく O 二十面

やつしてわが家に戻つてくるし、小林少年は木彫の観音像に変装して、二十面相の

アジトに潜入することに成功する。彼らの行く先には、緑したたる南洋の島々や、

夕誌に赤々と彩られる大陸の原野といった輝かしい舞台は用意されておらず、た

だ、さびしい草むらや林に覆いかくされた怪人の隠れ家が、ひっそりと待ちうけて

pるばかりである。しかし、他から規定されるアイデンティティを避け、唆味なま

まの自己を保つことを夢みる者たちにとって、二十面相のアジトも、切実な欲望か

ら生みだされた一種のユートビアであったといえる。子どもたちもまた、もう一人

の怪人二十面相であったかもしれないのだ。

注

江戸川乱歩『怪人二十面相j第一回 (r少年撰楽部j昭和 11年新年号掲載)

管忠道!日本の児童文学j(大月害賠、 1956年)p.308 

江戸川乱歩『探偵小説四十年J(沖積合、 1985年)
{探偵小説四十年Jp.311 
f本誌の編集方針Jr少年倶楽部j大正4年4丹号
佐藤忠男「少年の理想主義について」二上洋一縮ir少年小説の世界J(沖積舎、
1991年)pp.48 ~ 49 

f少年の理想主義についてJp.44 
高田宏{われLlrに帰る(岩波書j吾、 1990年)p.157を参照。

座談会日少年慎楽部jの思いtlU尾崎秀糊『思い出の少年倶楽部時代J(講談

社、 1997年)pp.309 -310 

前掲 1怪人二十面相j第一回
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11 前掲子怪人二十面椙j第一回

12 たとえば高垣鉾[渦識の果j(i少年倶楽部i昭和 11年9丹号-12丹号連載)
の最終回(昭和 11年 12月号)においては、 f(豊臣)秀頼様を南洋諸島の大将

軍に盛りたて奉る」真田幸村の熱き夢が諮られるという展開が用意されている。

13 前掲日主人二十面相j第一回

弘前掲 f怪人二十面相j第一回

15 松山巌 f乱歩と東京j(ちくま書房、 1995年)p.245 

16 佐藤紅緑?ああ玉杯に花うけてj最終回 (r少年倶楽部』昭和 3年 4丹号掲載)

17 ピーター.B.ハーイ f帝国の銀幕jp.407 

18 高桑法子「怪人二十面相論JU閤文学j1991年 3丹号掲載)p.67 
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